
 

雪に囲まれている栗山町の家 

 

 

 

 

私は今年１６回目の北海道の冬を過ごしています。

国際交流員コーナーの第１号でも紹介しましたが、私

はシアトル市から来ました。シアトル市は、アメリカの西

海岸、ワシントン州にある港町です。車で北に向かえ

ば、カナダの国境まで約３時間かかり、南に向かえば、

江別市の姉妹都市、オレゴン州グレシャム市まで約３

時間かかります。 

 

シアトル市とグレシャム市はアメリカの北に位置しています。 

シアトル市は江別市より北の方にあるのに、冬は、

北海道ほど寒くありません。雨が多く、少しでも雪が降

れば、シアトル市民は大変困ります。まず、バスなどの

交通機関が運休になります。それに、車は冬タイヤを

装備していないため、シアトル市の急な坂を登るのは

無理で危険です。 

大人は困っていましたが、子どもの時、雪が降れば

学校がお休みになるので、私は雪が大好きでした。近

所の友達と雪合戦をしたり、雪だるまを作ったりしまし

た。残念なことに、シアトルは雨が多く、昼までに雪が

雨に変わり、せっかく作った雪だるまがすぐ溶けてしま

いました。 

２１歳の時に、大学を卒業してから英語を教えるた

めに来日し、北海道の栗山町に派遣されました。一年

目の冬は、北海道の雪の量に大変驚きました。家のド

アが開かないくらい積もることもありました。しかも、北

海道の雪はシアトルの重たいべた雪と違って、粉雪で

とてもさらさらしています。子どもの時のように雪だるま

を作ろうとしても、上手くいきませんでした。他の外国人

の友達は殆どスキーやス

ノーボードなどの冬のス

ポーツにはまりましたが、

私は怪我をするのを恐れ、

北海道の冬を家の中で

過ごしてきました。 
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道東での雪遊び 

皆さん、こんにちは！江別市国際交流員の佐藤クリスタルです。「国際交流員コーナー」とは、私が毎

月作成する国際交流や多文化についての記事です。様々な興味深い国際的なテーマを紹介します。 

シアトル市 

グレシャム市 



 

 

 

今は４歳の娘がいます。娘は、子どもの時の私に似

て、雪が大好きです。週末は一緒に雪遊びをしていま

す。実は、私の子どもの時に憧れていましたが、シアト

ルでできなかった雪遊びがありました。それは、英語で

「スノーエンジェル」と言います。スノーエンジェルは、

新雪の上で手足を広げて仰向けに寝そべり、腕を上下

に動かし、脚を開閉させる動きを繰り返すことによって

できる、天使形の跡です。腕の動きによって翼の形が、

また脚の動きによってガウンの形がそれぞれできます。

シアトル市の雪は、いつも数センチかしか積もっていな

かったため、スノーエンジェルを作ろうとすれば、芝生

が見えてしまって、きれいにできませんでした。北海道

では、娘と一緒に毎年立派なスノーエンジェルを沢山

作っています。娘が雪遊びを楽しんでいる姿を見ると、

雪が多い北海道で子育てができて良かったと思ってい

ます。 

  
 

もう一つ憧れている雪遊びがあります。それは「遊び」

ではなく、カナダの北極圏に住んでいる先住民にとって

の大切な文化で、圧雪

ブロックで作るイグルー

のことです。１０年前に、

南幌に住んでいたオー

ストラリア人の友達の庭

で、大人４人、子ども２人でイグルーを建ててみたこと

があります。午前中で半分まで作りましたが、昼食の

休憩を取った後、ソリで遊びに行きました。ソリ遊びが

終わったら、みんな疲れて、大人は飲みに行ってしま

い、結局イグルーを完成できませんでした。１時間以内

でイグルーを完成できるイヌイット族を尊敬しています。

いつか本格的なイグルーの中に入りたいと思っていま

す。★ 
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 娘は雪遊びが大好きです！ 

娘がスノーエンジェルを作っている様子 

イグルー作りのメンバー：私、留萌市に住んでいたカナダ出身の ALT、

南幌町に住んでいたオーストラリア出身の ALT、友達の息子さん 

 

アメリカ人のシェルビー先生とカート先生はソリで滑るの

が好きでしたが、スピードを出すため坂を水で凍らせたり、

ランプを作ったりして、かなり危ない滑りをしていたそうで

す。しかし、オーストラリア人のアンソニー先生の故郷では

雪が降らないため、北海道に来るまで雪遊びをしたことが

ありませんでした。最近、シェルビー先生は子どもとスキー

を楽しんだり、雪で迷路を作ったりしています。カート先生は

息子さんと各地の雪祭りを見た後、露天風呂でリラックスす

るのが最高だと言っていました。アンソニー先生は、最初に

見た時に雪が綺麗だと思っていましたが、靴に入ったら、冷

たくて嫌いになってしまったらしいです。 

 

写真：佐藤クリスタル、Wikimedia Commons 

 


